
お客さま第一の業務運営方針に基づく
取組結果のご報告

2024年度 実績報告
2025年6月１日

有限会社 ジェーシーエム



はじめに

有限会社ジェーシーエム（代表取締役：水野秀一、以下「当社」）は、「お客さま第一の業務運営方針」に基づく取組み内容、お
よび その成果としての品質指標（以下「KPI）を公表すると同時に、定期的な集計と検証を通じて、さらなるお客さま第一の業
務運営に努めます。

当社は、保険代理店における情報提供等の付加価値を高め、お客様満足度における地域NO1代理店を目指し、スタッフ一人一人の
魅力を高め、より質の高いサービスを提供することにより事業者の方々と共に、地域の発展に貢献します。
「お客さま第一の業務運営方針」を、「業務品質」「社員品質」を向上させる指針とし、これらの取組みの成果についてKPIを定
め定点観測することにより、点検・改善し、お客様満足度のより一層の向上へ努力を続けてまいります。

代表取締役 水野秀一



１．保険契約保有件数の結果
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当社では、お客様よりお預かりするご契約件数は、お客様から信頼して頂いている指標の一つであると考えています。
保有件数の増加だけが全てではありませんが、当社では新規契約件数の大半が既存のお客様からのご紹介となっておりますので、これからも保有契約
件数の変化をお客様の信頼の証の一つとしてごだわってまいります。
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２．新規・継続時お客様アンケート結果
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Q1 お客様対応 Q2 商品のご案内・説明 Q3 情報提供 Q4 担当営業スタッフの対応
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※2024年度（2024年6月1日～2025年3月31日集計分）

上記アンケート結果を踏まえて

情報提供がスタッフによって均一に出来ていないことが判明。
上記の結果を保険会社へ連携し、公的医療保険制度についての社内勉強会を実施した。
また合わせて、お客様へ正しい金融知識をお伝えするため、NISAやiDeCoといった関連金融商品の勉強会も実施した。
お客様にとって最善の提案であるかどうか、適合性把握の実施についても社内研修を実施した。



３．各種研修・会議の取組み状況①

•金融事業者として守るべき法令等についての再確認の研修。保険業法300条などを踏まえてルール順守を徹底する 実施回数 6回

コンプライアンス研修

•募集行為が適正に行われているか、かつ、お客様に不利益が生じていないか、ロープレ研修を行い上席によるモニタリングを行う 実施回数 ２回

募集プロセス研修

•当社のプライバシーポリシーについて理解を深める研修。個人情報の持出し、管理、についてのルールを再確認する 実施回数 2回

個人情報取扱研修

•当社および保険会社の定める高齢者対応ルールについての研修。対面募集時の親族同席や弊社スタッフ２名での対応などにより、お客様のご意向に齟齬がないか確認する 実施回数 １回

高齢者募集研修

• 変額保険、外貨建て保険を募集する際、お客様の投資や外貨への造詣や経験など適合性確認を踏まえての募集が正しく出来ているか確認する研修 実施回数 １回

特定保険研修

•犯罪で得た資金等を適正な取引で得たかのように見せかけるマネーロンダリング（資金洗浄）について、その意味と防止方法について確認する研修 実施回数 １回

マネーロンダリング研修

•障がい者差別解消法における、「不当な差別的取り扱いの禁止」「合理的配慮の提供」についての知識を深める研修 実施回数 １回

障がい者対応研修

•お客様のご要望や夢を丁寧にヒアリングするため、お客様のお話を聴く研修。質問力を磨き、よりお客様の想いを引き出せる力を養います 実施回数 １回

傾聴研修

•お客様からの事故報告時の受付対応について研修します。事故事例などを用いて保険金支払いまでの対応スキームを身に着けスキルアップを図りお客様満足度を高めます 実施回数 １回

事故対応研修

業務品質向上のため、当社内において毎月各種研修を実施しています。
また研修後に、確認テストを実施することにより、上席がモニタリングを実施し習熟度の確認を行ってます。
※実施期間：2024年6月1日～2025年5月31日



３．各種研修・会議の取組み状況②

取組改善会議

業務品質会議

日々の業務に対しての自己点検結果を踏まえ、より良い業務を行うための取組みについて話し合う会議

当社従業員が主体となり、当社の「お客さま第一の業務運営方針」を踏まえたお客様にとってのベストプラクティスを考える会議

【課題】

【課題】

【改善点】

【改善点】

新しく購入したPCにおいて、一定時間経過しても画面
ロックが掛からない状態のまま活動していた。

車外へ持ち出す全てのPCを一斉点検し、一定時間が経
過すると自動的にパスワードがかかるように設定され
たことを個人情報管理責任者である社長が確認した。

現在、社内で使用中のFAXやプリンターは印刷速度が
遅く、また誤送信の危険もあるので最新型の複合機が
必要ではないか。

申込書控えの管理を紙ではなくPDF管理にすることで、
コスト削減、業務効率向上につながる。

事務効率の向上の観点や、誤送信による個人情報流出
被害の防止の観点より最新機種を2025年中に購入する
こととする。

2024年度より申込書控えの保管は完全ペーパーレス化
することとなった。



４.自社主催セミナーの開催

日頃から保険でお世話になっている埼玉県内の事業者の方々をお招きし、【事業継続力強化計画対策セミナー】を実施。
講師として、税理士の秋葉先生と、中小機構の方に来て頂き、約2.5時間のセミナーを行いました。

※2024年10月17日にウエスタ川越にて開催

税理士目線からの事業継続対策について、貸借対照表などの事
例を出していただきまながら解りやすくご説明して頂きました。

事業継続力強化計画の概要や、何故、いまから対策をしないと
いけないのかを丁寧にお話頂きました。



５．事故対応満足度調査の結果
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Q1 今回の事故対応満足度 Q2 事故受付時の説明のわりやすさ Q3 事故対応の進捗 Q4 事故対応で今後弊社に求めるもの

保険金のお支払い時に、WEBおよびハガキにてアンケート調査を実施しました。当社では、お客様へ、より早く、より正確に、保険金をお届けすることを保険代理店の使命
と考えています。アンケート結果を真摯に受け止め、よりお客様にご満足いただけるような事故対応サービスに努めます。

・思ってたよりも早く保険
金を受け取ることが出来た
のでとても満足してます。

・途中で進捗などの連絡を
頂けていたので不安なくお
任せできました。これから
もよろしくお願いします。

※2024年度（2024年6月1日～2025年3月31日集計分）



６．社会貢献活動報告

One Dollar Donation
への参画

嵐山町
里山保全活動

鎮守の森
プロジェクト

AIG損害保険を通じて、公益財団法人「鎮守の森
プロジェクト」の活動に協賛しています。
法人会ビジネスガード新規契約１件に対し
植樹１本を行い、防災・減災の取組みをする
ことで地域社会に貢献します。

メットライフ生命を通じて、生命保険の販売件数に
応じて全国盲導犬施設連合会へ寄付をすることで、
盲導犬の育成・普及事業の発展をはかり、視覚障害
者の自立と社会参加に寄与しています。

埼玉県嵐山町において、ライオンズクラブ
と提携をして里山保全活動を行いました。
下草刈り等、人の手を加えることにより里
山風景を残し、不法投棄や犯罪から森を守
ります。

※販売実績件数：8件

※販売実績件数：11件

※活動実績回数：4件

当社では、各種社会貢献活動を通じて地域社会の発展に貢献します。
特に「One Dollar Donation」「鎮守の森プロジェクト」への
参画は、日頃の営業活動の延長上にあり、持続可能な社会
貢献活動として取り組みを続けてまいります。



７．企業価値向上に資する取組み結果

TGA認定制度
Top Grade Agency(略＝TGA) は、適切なリスクコンサルティング能力と自立した募集管理体制を有した代理店への、AIG損保認定制度
です。「品質」「規模」「増収」「収益」の4つの基準のうち3項目を満たすと認定されます。

2024年度は、３項目において基準を満たし認定されております。

AMA認定代理店
AIG損保のプロフェッショナル代理店の中でも、所定の基準を満たしたことにより AIG Model Agency (略＝AMA) の称号を付与された、
特に顧客満足度の高いサービスを提供できるプロフェッショナリズムの高い代理店です。

2024年度も「AMA MASTER」として認定されました。

事業継続力強化計画認定
中小企業強靭化法に基づいて、自然災害や感染症拡大などに対する事前対策などの防災・減災等の計画を、経済産業大臣が「事業継続
力強化計画」として認定する制度です。
2021年より連続認定を受けております。

当社では、お客様満足度向上のため、以下の認定制度への取り組みを推進しています。
当社の取り組みを客観的に認定いただくことで、お客様満足度向上の指標の一つとしております。



８．アフターフォロー実施の取組み結果

当社は契約時の適正募集に加え、契約後も当初の加入目的や契約内容に関するお客さまのご理解をサポートすることを目的として２０２４年１月より
アフターフォローの体制整備を行い、生命保険に関する当社アフターフォロー活動を開始しました。

特に高齢の契約者様（当社では７０歳以上のご契約者様を指します）および特定保険契約（外貨建保険、変額保険）については、契約締結応答月に
ご契約内容の再確認、為替リスク、元本割れリスク、などについて、お電話または対面で分かりやすく丁寧にご説明いたします。

アフターフォローの
実施

アフターフォロー実施状況

自社目標数値 2023年度実績 達成率

74.8％

2024年度実績

105.7％70％

達成率

81.1％ 115.8％

※対象期間は、2025年1月1日～2025年5月31日で実施。対象契約の総数は、125件。うち101件に関してアフターフォロー活動を行いました。
※対象契約は、70歳以上のご契約者および特定保険（外貨建て保険・変額保険）ご契約者となります。



９．お客様の声を活かす取組み結果

①ご継続手続き時にお伝えはしていましたが、eco証券のため

証券ではなくハガキで届くこととなったため、気づかなかった

様子。今後は、再確認するとともに、いつ頃届きます、など

より丁寧なご案内を心掛ける

②事故対応において基本的に代理店が率先して対応はしていたが

契約者様が直接報告した案件については対応が不十分であった。

今後は事故報告も含め代理店へご連絡頂くことでトラブル回避

をお伝えした。

③変更通知書の記載内容が「変更期間」と記載されていたため、

解約ではないと勘違いされた様子であった。今後は変更手続き

時により丁寧なご説明を心掛けるよう社内にて情報共有した。

④滞りなく保険金のお支払い手続きが行われるよう、社内にて

徹底をしていきます。

お客さまからの「苦情」はもとより「ご要望・お褒め」等の声も含め【お客さまの声】を収集し、顧客管理ソフトにて組織全体で情報共有しています。
お客様の声を【見える化】し、お客様の最善の利益の追求の実現のため、再発防止策の検討を月次営業会議にて行いました。
「苦情」は迅速かつ丁寧な対応を心掛け、お客さまのご了解を得るよう組織で取り組みます。

2024年度に寄せられたお客様の声

①証券が届かないがゴルファー保険はちゃんと更新出来て

いますか？

②保険会社の事故対応が良くないので、更新時は他の保険会社へ

切り替えて欲しい。

③グループ傷害保険の一部解約を依頼したはずだが変更通知書と

いうものが届いている。どういうことか？

④先日お手配させていただきましたアフラックの保険金が無事に

振り込まれました。ありがとうございました。

お客様の声に対する弊社の取組み結果



１０．より良いサービスのご提供とお客さま第一のコンサルティングの取組み結果①

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度
損保大学トータルプランナー 0名 1名 1名

損保大学（法律・税務） 1名 1名 1名

生命保険大学課程 2名 2名 2名

生命保険応用課程 5名 5名 5名

生命保険専門課程 4名 ５名 5名

変額保険販売資格 2名 2名 3名

外貨保険販売資格 3名 3名 3名

1級ファイナンシャルプランナー 1名 1名 1名

2級ファイナンシャルプランナー 1名 1名 1名

当社は、お客様の最善の利益の追求を図ることを目的として、保険に関する上級資格への挑戦を続けます。
また社員が自ら「成長」することを促すため、キャリアパスへ資格取得を明記しました。

本年度は、1名が損害保険の最上位資格である損保大学トータルプランナーの認定を受けております。



１０．より良いサービスのご提供とお客さま第一のコンサルティングの取組み②

当社は、お客様へ丁寧なヒアリングを通じて最適のソリューションをご提案させて頂くために、社内共通の「面談記録シート」を活用し
均一の業務品質を心掛けます。また、法人向け損害保険は「業務フロー図」を使用し、お客さま本位のご提案に努めています。

【生命保険】
お客様のご意向把握はもちろんのこと、お客様の夢や目標についてもヒアリングし
「面談記録シート」に書き留めます。まずお客様が求めるもの、保険に期待してい
ることを把握し、適切な保険提案に努めています。

【損害保険】
自社独自の「業務フロー図」を活用し、お客様の情報を「見える化」することで、
より具体的に潜在化したリスクを分かりやすくご説明します。
最初は空欄のシートをヒアリングしながら埋めていくので、営業経験の少ない社員
も、高いパフォーマンスを発揮することが出来ます。



１０．より良いサービスのご提供とお客さま第一のコンサルティングの実施取組み③

顧客の最善の利益に資する施策

•保険VOS（顧客管
理システム）を構
築し、ご契約者様
の情報を社員全員
で一元管理。

•自社主催の情報提供
のためのセミナーを
実施

•2024年10月17日に「事業継続
力強化計画セミナー」を実施
しました。

•ご契約法人において
交通安全講習、労働
安全講習を実施。

•実施回数：1回

•ＬＩＮＥＷＯＲＫＳを
新たに導入し、お客様
との友達登録を推進
し、細やかな情報提供
を開始。 SNSの活用 講習の実施

システム構築情報提供



11．モニタリング実施の結果

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2025年度

2024年度

2023年度

顧客対応履歴モニタリング結果

不備総数 入力漏れ 報告漏れ その他

当社では、保険募集人の適切な募集プロセスやコンプライアンス推進体制、情報管理状況等の確認のため、自主的な内部点検を実施しております。
保険募集人が当社情報管理システム「保険VOS」へ入力したお客さまご対応の履歴を定期的に業務管理責任者が対応状況や記録状況をモニタリングし、
必要に応じて指導・改善を実施します。
また、営業会議において組織全体に共有しお客さまへの最善の利益の追求に努めています。

※2024年度（2024年7月1日～2025年3月31日集計分）
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